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○

お知らせ

○
戦
没
者
な
ど
の
妻
に
対
す
る

特
別
給
付
金
に
つ
い
て

　

戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特

別
給
付
金
支
給
法
に
基
づ
き
特

別
給
付
金
（
記
名
国
債
）
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

Ⅰ　

第
22
回
特
別
給
付
金
国
庫

債
券
「
へ
」
号

支
給
対
象
者

　

第
17
回
特
別
給
付
金
国
庫
債

券
「
へ
号
」
を
受
け
る
権
利
を

取
得
し
た
者
で
あ
っ
て
、
平
成

22
年
10
月
１
日
に
お
い
て
恩
給

法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
等
ま
た

は
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援

護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
等
の
受

給
権
を
有
し
て
い
る
戦
没
者
等

の
妻
。

請
求
期
間�

平
成
22
年
10
月
１
日

 

〜
平
成
25
年
９
月
30
日

支
給
さ
れ
る
特
別
給
付
金

　

額
面　

２
０
０
万
円

（
10
年
償
還
の
記
名
国
債
）

Ⅱ　

第
17
回
特
別
給
付
金
国
庫

債
券
「
た
」
号

支
給
対
象
者

　

第
10
回
特
別
給
付
金
国
庫
債

券
「
た
号
」
を
受
け
る
権
利
を

�

特
別
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て

平
成
23
年
度
大
洲
市
奨
学
生
募
集

　

大
洲
市
で
は
、
有
用
な
人
材

を
育
成
す
る
た
め
、
経
済
的
理

由
に
よ
り
修
学
困
難
な
学
生
ま

た
は
生
徒
に
対
し
て
奨
学
金
を

貸
与
し
ま
す
。

　

希
望
者
は
、
願
書
を
在
籍
す

る
学
校
を
通
じ
て
教
育
委
員
会

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
貸
与
月
額
】

高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校

奨
学
生 

１
万
８
千
円

大
学
奨
学
生 

３
万
円

※ 

専
門
学
校
・
専
修
学
校
は
対
象
外

【
申
込
期
限
】

平
成
23
年
１
月
31
日（
月
）

※ 

こ
の
期
日
は
学
校
か
ら
の
提

出
期
限
で
す
。
各
学
校
の
指

定
日
ま
で
に
申
し
込
み
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

☎
㉔
１
７
３
３
（
直
通
）

お

知

ら

せ

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
無
料
労
働
相
談

　

愛
媛
県
で
は
、
各
地
方
局
・
支

局
商
工
観
光
室
内
に
中
小
企
業
労

働
相
談
所
を
設
置
し
て
、
労
働
問

題
で
お
悩
み
の
人
の
相
談
を
お
受

け
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
へ

の
紹
介
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
次
の
と
お
り
出
張
労
働

相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
９
日
（
木
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

大
洲
市
役
所
５
階
会
議
室

相�

談
内
容　

賃
金
、
労
働
時
間
、

手
当
、
解
雇
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど

労
働
問
題
全
般

対�

象
者　

労
働
者
、
使
用
者
、
ま

た
は
そ
の
家
族
・
知
人
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
先
】

南
予
地
方
局
八
幡
浜
支
局
商
工

観
光
室
（
担
当
：
正
木
）

☎
０
８
９
４
㉒
４
１
１
１

 

（
内
線
２
３
４
）

※ 
通
常
業
務
で
の
労
働
相
談
は
、

平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分
に
南
予
地
方
局
八
幡

浜
支
局
商
工
観
光
室
（
八
幡
浜

中
小
企
業
労
働
相
談
所
）
に
て

お
受
け
し
て
い
ま
す
。

愛
媛
エ
イ
ズ
予
防
週
間
の
お
知
ら
せ

　

12
月
１
日
か
ら
12
月
７
日
ま

で
の
愛
媛
エ
イ
ズ
予
防
週
間
に
、

八
幡
浜
保
健
所
で
「
夜
間
Ｈ
Ｉ

Ｖ
検
査
・
エ
イ
ズ
電
話
相
談
」

を
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

検
査
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
毎
週
月
曜
日
（
祝
日
除

く
）
午
前
10
時
〜
11
時
に
も
同
様

の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
・
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
電
話
相
談

受
付
時
間　

午
後
６
時
〜
８
時

☎
０
８
９
４
㉒
４
１
１
１

　

 

（
内
線
３
１
３
・
３
１
４
）

○
夜
間
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査

実
施
日　

12
月
７
日（
火
）

受
付
時
間　

午
後
６
時
〜
８
時

場
所　

八
幡
浜
保
健
所

取
得
し
た
者
で
あ
っ
て
、
平
成

22
年
10
月
１
日
に
お
い
て
恩
給

法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
等
ま
た

は
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援

護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
等
の
受

給
権
を
有
し
て
い
る
戦
没
者
等

の
妻
。

請��

求
期
間 

平
成
22
年
10
月
１
日

 

〜
平
成
25
年
９
月
30
日

支
給
さ
れ
る
特
別
給
付
金

　

額
面　

１
８
０
万
円

（
10
年
償
還
の
記
名
国
債
）

※ 

期
限
内
に
請
求
の
な
い
場
合

は
、受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

○
戦
没
者
の
父
母
な
ど
に
対
す

る
特
別
給
付
金
に
つ
い
て

　

戦
没
者
の
父
母
等
に
対
す
る
特

別
給
付
金
支
給
法
第
３
条
第
11

項
の
規
定
に
よ
り
、
戦
没
者
の
父

母
な
ど
に
特
別
給
付
金
（
記
名

国
債
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
対
象
者

　

平
成
17
年
10
月
１
日
に
特
別

給
付
金
（
第
21
回
特
別
給
付
金

国
庫
債
券
「
は
号
」）
の
受
給
権

を
取
得
し
た
者
で
あ
っ
て
、
平
成

22
年
10
月
１
日
に
お
い
て
公
務
扶

助
料
、
遺
族
年
金
等
の
受
給
権
ま

た
は
受
給
資
格
を
有
し
、
か
つ
、

平
成
22
年
９
月
30
日
ま
で
に
氏
を

同
じ
く
す
る
自
然
血
族
た
る
子
ま

た
は
孫
を
有
す
る
に
至
ら
な
か
っ

た
父
母
ま
た
は
祖
父
母
。

国
債
の
名
称
お
よ
び
請
求
期
間

① 

第
24
回
特
別
給
付
金
国
庫
債

券「
は
」号　

平
成
22
年
10
月

１
日
〜
平
成
25
年
９
月
30
日

② 
第
21
回
特
別
給
付
金
国
庫
債

券「
ち
」号　

平
成
22
年
８
月

２
日
〜
平
成
25
年
７
月
31
日

③ 

第
19
回
特
別
給
付
金
国
庫
債

券「
わ
」号　

平
成
22
年
10
月

１
日
〜
平
成
25
年
９
月
30
日

④ 

第
19
回
特
別
給
付
金
国
庫
債

券「
を
」号　

平
成
22
年
12
月

１
日
〜
平
成
25
年
12
月
２
日

額　

面　

１
０
０
万
円

（
５
年
償
還
の
記
名
国
債
）

※ 

期
限
内
に
請
求
の
な
い
場
合

は
、受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
齢
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

☎
㉔
２
１
１
１
（
内
線
１
７
１
）

長
浜
支
所
市
民
福
祉
課

☎
�
１
１
１
３

肱
川
支
所
市
民
福
祉
課

☎
34
２
３
４
７

河
辺
支
所
市
民
福
祉
課

☎
39
２
１
１
３

テ
レ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
体
験
セ
ミ
ナ
ー

日�

時　

平
成
23
年
１
月
12
日（
水
）

〜
16
日（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　
（
希
望
す
る
１
日
間
の
み
）

場�

所　

松
山
市
男
女
共
同
参
画

推
進
セ
ン
タ
ー
（
コ
ム
ズ
）

会
議
室

内�

容　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
業
務

の
紹
介
と
ビ
ジ
ネ
ス
電
話
応

対
講
座
・
実
習

対
象
者　

就
職
希
望
者

定
員　

１
日
に
つ
き
12
人
程
度

料
金　

無
料

申�

し
込
み　

１
月
４
日（
火
）ま

で
に
電
話
で
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

愛
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
へ

☎
０
８
９
・
９
１
３
・
８
６
８
６

　
（
南
予
地
方
局
八
幡
浜
支
局
１
階
）

受
付
方
法

　

無
料
・
匿
名
（
予
約
不
要
）

※ 

「
陰
性
」
の
場
合
は
、
当
日

30
分
程
度
で
結
果
が
出
ま
す
。

※ 

こ
の
検
査
は
、
感
染
の
機
会
が

あ
っ
て
か
ら
３
か
月
以
上
経

過
し
な
い
と
、
検
査
結
果
が

正
確
に
出
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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○

　河辺ふるさとの宿と周辺施設で「河辺ふれあいフェスタ
2010」が開催されました。
　今年は、さわやかな秋空の下、町内外から多数の来場者が
ありました。ふるさとの宿では、各種出店、文化協会や幼稚園、
小学校の発表会のほか、伊予長浜豊年踊り保存会のみなさん
による「豊年踊り」、「のり茶づけ＆仲間たち」によるハーモ
ニカと二

に
胡
こ
のライブ、市役所「疾風迅雷」チームのよさこい

踊りなどの催し物が披露されました。ふるさと生活館では、
書道、絵画、陶芸、押し花など多くの作品が展示され、また

お楽しみ大抽選会、ポン菓子、健康達人への道、エコーマイクづくりなど、盛りだくさんの催しに、来場者
は楽しい一日を過ごしました。

　心豊かな子どもの成長と、幼少期より本に慣れ親しむこと
を目的に、国際ソロプチミスト大洲が市内７か所の保育所に
図書を寄贈しました。この事業は、国際ソロプチミスト大洲
が15年間継続して行なっている事業です。この日は、向井順
会長をはじめ５人の会員が徳森保育所を訪れ、38冊の絵本を
届けました。
　本を受け取った子どもたちは、「大切に読ませていただきま
す」というお礼の言葉とともに、合唱と手作りのメダルで感
謝の気持ちを表していました。

▲向井会長から絵本を受け取る園児

ありがとう
～国際ソロプチミスト大洲　図書寄贈～

10／14㈭

盛大に開催！！
～河辺ふれあいフェスタ２０１０～

10／17㈰

▲のり茶づけ＆仲間たちのハーモニカと二胡のライブ

　秋の交通安全運動にあわせて大洲交通安全協会肱川支部が
国道197号沿いで交通茶屋を行いました。
　この日は、手作りクッキーを手に大洲高校肱川分校の生徒も
応援に駆けつけて、ドライバーに安全運転を呼びかけました。
また、旬の梨も用意され、生徒らが「事故ナシで安全運転を
お願いします」と元気に呼びかけると、ドライバーは笑顔で
梨を受け取っていました。
　これからは夕暮れが次第に早くなり、交通事故の危険性が高
まります。ドライバーも歩行者もお互いに気をつけましょう。

梨 で 事 故 ナ シ ！
～交通茶屋～

９／29㈬

▲安全運転してください



まちのわだい

19

広報 大洲－ おおず － ２０１０ １２月号

○19

広報 大洲－ おおず － ２０１０ １２月号

○

　大和地区の恒例行事である「大和太陽の広場」は、青少年
の健全育成と地域活性化を目的に毎年行われ、今年で37回目
を迎えました。
　会場となった大和小学校の広場には、地域住民を始め大勢
の来場者で賑わいました。第１部の「みんなで走ろう・歩こう」
では、参加者それぞれが自分の体力に合わせ、さわやかな秋
晴れの下、すがすがしい汗を流しました。第２部の「ふれあ
い広場」では骨密度測定、作品展示、バザーや芸能などの各
種コーナーが設けられ、どのコーナーも大盛況でした。フィ
ナーレには餅まきも行われ、最後まで来場者を楽しませてい
ました。

大和太陽の広場
～地域をあげて～

10／17㈰

▲よーい、ドン！

　中野地区の児童数減少により、数年間実施されていなかった愛護班活動を
再開し、牛鬼の製作を行いました。
　同地区で古くから担がれ、引き継がれてきた牛鬼の伝統を次世代に継承し
ていくことを目的として、有志が集まり６月から胴体の製作活動に取り組み、
９月から頭部を製作しました。みんな初めての経験でしたが、試行錯誤を繰
り返し10月中旬に完成しました。いまから子どもたちが嬉しそうに担ぐ姿が
目に浮かびます。
　今回の製作工程において、胴体の裁縫部分で協力をいただいた宇和島市丸
穂牛鬼保存会の招待で、来年開催される「うわじま牛鬼まつり」へも参加す
る予定です。

一 致 団 結 し て
～中野地区　牛鬼製作～

10／23㈯

▲しっかり担いで

大
洲
市
戦
没
者
・
消
防
及
び

公
務
殉
職
者
合
同
追
悼
式

　
「
平
成
22
年
度
大
洲
市
戦
没

者
・
消
防
及
び
公
務
殉
職
者

合
同
追
悼
式
」
が
、
10
月
28

日（
木
）、
大
洲
市
民
会
館
大

ホ
ー
ル
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
、
遺
族
を
は
じ
め
約

４
７
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

清
水
大
洲
市
長
は
、「
現
在

の
繁
栄
の
陰
に
は
、
祖
国
の

安
泰
と
家
族
の
安
全
を
願
い
、

尊
い
命
を
捧
げ
ら
れ
た
戦
没

者
、
さ
ら
に
は
幾
多
の
災
害

に
お
い
て
強
い
責
任
感

と
郷
土
愛
を
も
っ
て
、

そ
の
職
務
を
全
う
さ
れ

た
消
防
殉
職
者
並
び
に

公
務
殉
職
者
の
尊
い
犠

牲
の
存
在
が
あ
る
こ
と

を
、
忘
れ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
次
の
世
代
に
誇

れ
る
郷
土
・
大
洲
の
創

造
を
目
指
し
て
、
今
後

と
も
互
い
に
力
を
合
わ

せ
て
、
努
力
し
て
い
き

ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
遺
族
を
代
表

し
て
矢
野
郁
子
さ
ん
が

「
戦
後
60
年
を
越
え
、
戦
争
を

知
ら
な
い
戦
後
世
代
が
大
半

を
占
め
、
痛
ま
し
い
戦
争
の

記
憶
の
風
化
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
戦
争
の
悲
惨
さ
と
そ
こ

か
ら
得
た
教
訓
を
忘
れ
な
い

よ
う
、
よ
り
よ
い
社
会
を
築

き
平
和
の
尊
さ
を
語
り
継
い

で
い
く
こ
と
が
、
私
た
ち
の

重
大
な
責
務
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま

し
た
。

平
成
22
年
度
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児童：『ゆきのふる日に読みたい本』
　さむい冬がやってきました。12月は冬休みにクリスマ
スとたのしいことがたくさん♪
　まどの外にはまっ白いゆき。外で元気にゆきがっせん
した後は、ちょっとお休み。
まどの外のゆきを見ながら、ゆっくり本を読むのもオス
スメですよ。

一般：『心も体もポッカポカ　冬にオススメの１冊』
　なにかと忙しいこの時期ですが、寒い日にはこたつに
入って、のんびり読書でもいかがでしょう。
今月のテーマ展示は、温かいスープの本や冬に読みたく
なるような本など「冬にオススメの１冊」です。
『こたつ・みかん・本』大洲の冬にぴったりの３種の神
器で寒い冬を乗り切りましょう！

孤舟 渡辺 淳一著
　大手広告代理店を定年退職した威一郎。バラ色の第２の
人生のはずが、彼を待っていたのは、夫婦関係と親子関係
の危機だった。人生最大の転機をいかに乗り切るか！？ 『マ
リソル』連載を大幅に加筆訂正して書籍化。

図書館情報図書館情報図書館情報
大洲市立図書館   ☎ 59－4111
大洲市立図書館長浜分館 ☎ 52ー1121
大洲市立図書館肱川分館 ☎ 34ー2319
大洲市立図書館河辺分館 ☎ 39－2111

2010年12月の休館日
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31
■＝休館日　　開館時間　午前９時30分～午後６時
※₂₈日は館内図書整理日のため休館します。

オススメ新着図書
　─大洲市立図書館のホームページで、図書の検索が

各家庭や携帯電話からもできます。─　

おんなたちの城 大栗 丹後著
　伯父は織田信長、母は戦国一の美女と謳われたお市の方、
姉は豊臣秀吉の愛妾・淀君。あまりにも有名な血筋のなか、
数奇な運命に弄ばれながらも凛と生きたお江与の人生を描
く。

おひさまとおつきさまのしたで（絵本）
 マーガレット・ワイズ・ブラウン作，黒井 健絵
　夜です。こうさぎも、こねこも、こぐまも…もうみんな、
ねむくなってきました。おやすみなさい、またあした。お
ひさまのしたでいっぱいあそび、おつきさまのしたでぐっ
すりねむれ。

　利用者ニーズの把握とサービス向上を図ることを目的
に、９月から11月までの３か月間、試験的に毎週木曜日
の開館時間を１時間遅らせて、午前10時30分から午後７
時開館に変更していました。その結果、午後６時から７
時開館の１時間に図書館を利用される人が少なく、従来
どおりの開館を希望する声が多かったため、12月から木
曜日も通常どおり午前９時30分から午後６時までの開館
時間に戻します。ご注意ください。

大洲市出身の橋本かんなさんが、今年８月に文芸社から
“どんぐりとお月様のダンス”（児童書）を出版されました。

　今回、橋本さんご自身から、本を出版することになったい
きさつと本に込められた思いについて、メッセージをいただ
きました。
　相手を思う気持ち、絆、勇気、そして、キセキ…。橋本さ
んの思いがいっぱいつまった大人の心にもぐっとくる素敵な
本です。
　図書館に所蔵しております。あなたも “どんぐりとお月様
のダンス” を読んで、何かを感じてみませんか？

₁₂ 月 テーマ展示

12月から大洲市立図書館（東若宮）の
木曜日の開館時間を元に戻します

【どんぐりとお月様のダンス
　文芸社】

橋本かんな　著
大洲市肱川町大谷出身。
大洲高校OB。

【あらすじ】
　ムータリ山の母の木に大
切に育てられたうさぎのタ
ッダは、大好きな弟のどん
ぐりのドンのために、月に
あるという “月冠草” をと
りに、ひとりで月へ行くこ
とにします。愛と勇気に満
ちた冒険小説。

※このほかにもたくさんの本が入っています。（随時配架しています。）

　何か、家族の希望になるよう
な、キラキラと光るものが欲し
い！そう思い、本を書くことを決
めました。
　ちょうど去年の今頃です。29
歳。30歳まであと一年。両親の
病気がわかり、どん底でした。
涙ばかりが出て、何が正しいの
かもわからず、ただ日々が過ぎて
いました。辛い治療の中、懸命
に闘う両親を見て、自分もこのま
まではいけないと思ったのです。
　夢の様な話ですが、話はとん
とん拍子に進み、『どんぐりとお
月様のダンス』を出版する事が
出来ました。
　楽しさから学ぶ事もあるけれ
ど、苦しさから学ぶ事の方が多
い。
　私は今回の事で、今自分がで
きる事を考え、動く事で、道は
開けるんだと言う事を教えてもら
いました。本でもその事を書い
たつもりです。
　辛い事もありますが、それを
乗り越え、奇跡を紡いでいく事
が大事なんだと思います。
 橋本　かんな
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